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顧  問     岸田 文雄（衆・自民）菅  義偉（衆・自民）山東 昭子（参・自民） 

        山口那津男（参・公明）菅 直人（衆・立憲）細田博之（衆・無所属）   

        尾辻 秀久（参・無所属）谷垣 禎一（元・衆）中野 寛成（元・衆）  

会  長     衛藤征士郎（衆・自民） 

筆頭副会長   額賀福志郎（衆・自民） 

副会長     逢沢 一郎（衆・自民）下村 博文（衆・自民）武見 敬三（参・自民）    

        福山 哲郎（参・立憲）佐藤 茂樹（衆・公明）馬場 伸幸（衆・維新） 

        鈴木  宗男（参・維新）玉木雄一郎（衆・国民） 

事務総長    中川 正春（衆・立憲） 

事務総長代理  柴山 昌彦（衆・自民） 

副事務総長   小熊 慎司（衆・立憲）笠井 亮  （衆・共産） 

常任理事    小田原 潔（衆・自民）本田 太郎（衆・自民）猪口 邦子（参・自民）阿部 

知子（衆・立憲）森山 浩行（衆・立憲）石川 博崇（参・公明）浅川 義治

（衆・維新）福島 瑞穂（参・社民） 

監  事     井上 信治（衆・自民）逢坂 誠二（衆・立憲） 

 

 



世界連邦日本国会委員会名簿  五十音順敬称略・令和 5(2023)年 6 月 1 日現在 

＜自由民主党＞ 

【衆議院】逢沢一郎 稲田朋美 井上信治 衛藤征士郎 大西英男  小田原潔 柿澤未途 

加藤勝信  亀岡偉民 岸田文雄 高村正大 後藤茂之 柴山昌彦 下村博文 菅義偉 

渡海紀三朗 中根一幸 中村裕之 西村明宏 西村康稔 額賀福志郎 萩生田光一 

平井卓也 本田太郎 宮澤博行 森山裕    山口俊一 山口壮 山田賢司 鷲尾英一郎 

【参議院】猪口邦子 岡田直樹 加田裕之 古賀友一郎 山東昭子 末松信介 武見敬三 

山田宏 

 

＜立憲民主党＞ 

【衆議院】 阿部知子 枝野幸男 大河原雅子 逢坂誠二 大島敦 奥野総一郎 小熊慎司 

菅直人 源馬謙太郎 近藤和也 櫻井周 中川正春 西村智奈美 松原仁 道下大樹  

森山浩行  山岸一生 山崎誠 柚木道義  笠浩史 

【参議院】 石川大我 髙木真理 福山哲郎 水野素子 

 

＜日本維新の会＞ 

【衆議院】青柳仁士 浅川義治 遠藤良太 金村龍那 中司宏 馬場伸幸 掘井健智 

堀場幸子 和田有一朗 

【参議院】青島健太 鈴木宗男 

 

＜公明党＞  

【衆議院】 浮島智子 佐藤茂樹 佐藤英道 中野洋昌  山崎正恭  吉田宣弘 

【参議院】 石川博崇  伊藤孝江 塩田博昭 高橋光男 西田実仁 山口那津男 山本香苗 

 

＜国民民主党＞ 

【衆議院】 浅野哲 玉木雄一郎 斎藤アレックス 鈴木敦 鈴木義弘 前原誠司  

【参議院】 川合孝典 竹詰仁 田村まみ 浜口誠   

 

＜日本共産党＞   

【衆議院】  笠井亮 穀田恵二 【参議院】 井上哲士 紙智子 倉林明子 小池晃  山添拓 

 

＜社会民主党＞  

【参議院】 福島瑞穂   

 

＜無所属＞  

【衆議院】 仁木博文 細田博之 

【参議院】 上田清司 尾辻秀久 堂込麻紀子 長浜博行  芳賀道也  

 



＜シャナナ・グスマン東ティモール初代大統領を招聘し、平和フォーラム開催＞ 

 

 

 

 11 月 25 日、世界連邦日本国会委員会と京都芸術大学の共催で、シャナナグスマン東ティモ

ール民主共和国初代大統領閣下をお招きして参議院議員会館特別会議室で「平和フォーラム」

を開催しました。 

グスマン大統領による講演では、東ティモールとインドネシアとの和解、オーストラリアとの

海洋紛争を例に、紛争を国際法によって解決することの重要性が語られました。 

 

< バーグナー国連事務総長特使（ミャンマー担当）との意見交換 > 

 

 
 

緊迫するミャンマー情勢を受けて、バーグナー国連事務総長特使（ミャンマー担当）をお招きし、

意見交換しました。 



 

＜世界連邦日本国会委員会創設 70 周年記念「SDGs 推進大会」＞ 

 
 

 

１９４９年１２月２０日に世界連邦日本国会委員会が創立されたことを受け、７０周年を記念

して１１月２７日衆議院第１議員会館国際会議室において開催。世界連邦日本国会委員会所属

国会議員のほか、国連高官・政府高官・経済界・宗教界などから多くの有識者参考人が出席。ま

た世界連邦ユースフォーラムなどから 100 名以上の若者らも参加しました。 

 

 

 
 

 

＜２日間にわたり、国連７５周年記念事業を開催＞ 

 
 第１部では国連 75 周年記担当事務総長特別顧問であるファブリツィオ・ホスチャイルド国連

事務次長、ハイディ・ハルタラ欧州議会副議長、ケイ・ララ・シャナナ・グスマン東ティモール

民主共和国（TL）初代大統領の 3 氏からビデオ参加。また、会場に招かれた国連事務次長デイビ

ット・マローン国連大学学長より、基調講演が行われました。 

 第２部では、長谷川祐弘元国連事務総長特別代表をモデレーターとして、「国連を中核とし

た多国間主義をどのように再構築して地球規模の脅威と課題に対処するか」との演題で感染症



・軍縮・環境・国連改革の４つをテーマにパネル討論を行いました。 

   

19 日京都芸術大学での「藝術文化学術フォーラム」では、デイビット・マローン国連事務次

長/国連大学学長や元国連事務総長特別代表の明石康氏による基調講演、パネルディスカッショ

ン「国際社会における芸術文化学術の活用による全人類の連帯構築の可能性について」が行われ

ました。 

 
 

△山東昭子参議院議長とイスラエル・パレスチナの遺児たち 

 

中東和平プロジェクトは、イスラエルとパレスチナの紛争で親族等を亡くした子どもたち

を日本に招き、様々な交流を通じてお互いを理解し平和の大切さへの認識を深めてもらう

取組です。2003年より12 回実施されました。世界連邦の理念に共鳴する自治体が実行委員

会を組織して主催。2019年、世界連邦日本国会委員会は特に参議院議長公邸と外務省への表

敬訪問に協力。山東昭子参議院議長、山田賢司外務大臣政務官らを表敬訪問しました。 
 

＜海外の世界連邦関係者・国連関係者との意見交換会＞ 

      
 

△WFM（世界連邦国際事務局）の     △国連事務次長のアトゥール・カレ氏 

フェルナンド・イグレシアス会長 

 


